
旅する「未来の学校」に向けて

岩本悠



背景・目的 新しい時代を生きる資質・能力の育成に向けて

VUCA（非連続・可変・変動、不確実、複雑、曖昧）

デジタル・グローバル化（ボーダレス・クロスボーダーetc.）

個別最適に対応できる多様な学びの機会
越境可能な開かれた学校教育システム

興味関心・価値観・志向志望・資質能力・学習スタイル等

多様化・可変的

未来
社会

生徒
実態

学校
教育



生まれた環境枠に囚われない越境、地域みらい留学（中学生→高校進学：3年間）

 地域みらい留学

1173名（2018年）

↓

2093名（2019年）

↓

3456名（2020年）

※合同説明会参加者数

VUCA時代、異質性・多様性を力に変える

非連続な成長機会「越境的な学び」の展開



2018年

34校

▼

▼

▼

▼

2021年

70校
（26道県）

【参考】「地域みらい留学」参画校・地域
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 地域留学生は生きる力を育む「主体性」「多様性」「協働性」に関わる態度に成長実感。
 地方留学経験者の４割が留学先の地域に将来も関わたい（≒定住・関係人口）

1. 他者と協力する力

2.ものごとに進んで取り組む力

3.基本的な生活習慣

4.自分とは異なる意見や
価値を尊重する力

5.色々な考え方の人と接して
学びたいという意欲

6.うまくいくか分からないことにも
意欲的に取り組む力

7.問題意識を持ち、
聞いたり調べたりする力

8.自らのキャリアを描き、
選択していく力

9.学習に関する意欲

10.教科に関する学力

11.社会における問題に
関わりたいという意欲

12.自分の住んでいる地域に
関わりたいという意欲
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地方留学経験者
178人への調査
「伸びた」

「まあまあ伸びた」
の回答合計
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将来的にこの市町村で暮らしたい

将来的にこの都道府県で暮らしたい

将来もこの市町村になんらかの形で関わりたい

将来もこの都道府県になんらかの形で関わりたい

将来もこの高校に何らかの形で関わりたい

どれも当てはまらない
※出典：「2018年 地方留学の推進に関する調査研究報告書」日本財団

全国の地方留学経験者における
進学した地域への意識（n=178)

【参考】越境留学の効果
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旅する学校への一歩：地域みらい留学365の概要
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1年間、地域の高校に「留学・越境」することで、未来を創る力を伸ばす機会を提供

第一期生

の属性

●在籍学校：

東京32％ / 埼玉９％ / 大阪９％・・・

●私立：68％ / 公立 32％

●中高一貫 50％ / 3年制 50％ （通信制14％）

●留学理由

問題意識・テーマとあっているから：32％

地域に魅力を感じて：18％

内容

・在籍する高校に籍を残したまま、1年間留学。 在籍高校と留学先高校で調整し、読み替えにより単位認定

・違う課程（例：通信→全日）や違う学科（例：普通→専門学科）への越境も可能

本年度（2021年）第1期生23人が誕生。



浮き彫りになった課題と今後実証が必要な項目
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生徒の多様なニーズに応じた個別最適な学びの機会と、越境可能な学校教育システムの実現に向けて

【単位互換】 教育課程の調整が困難

【学びの質】 学習進度・探究深度の差

今後の展望課題

留学時（2年時）の単位を「学校間連携」で在籍校が認定す
る仕組みのため、教育課程の合いにくい「普通科⇔専門学科」
等の留学が困難

→在籍校と留学先校で調整できない科目を履修できる仕組み
が必要

在籍校と留学先校に教科学習の進度や探究学習の深度・資
源、の差が大きく、「浮きこぼれ/落ちこぼれ」状態が生じる

→どこの学校に越境しても、留学期間中に学力を伸ばし、深い
探究ができる個別最適な仕組みの構築が必要

◆一つの学校での学びの限界

どの学校にも一長一短・特徴・強みがあり、より個別最適に組み合わせるこ
とはできないか・・・

◆通信制課程の活用
①全日制と通信制の協働により、単位互換の制限なく学べ
る状態へ

（在籍校と留学先校で調整困難な科目は通信制課程で履修）

②通信制課程の科目、遠隔個別指導等を活用し、

進度や学力差を越え、個別最適に学べる状態へ

例：個別の履修計画・学習計画、学習ログの活用等

③広域通信制高校への「1年留学」により、複数地域・学校
を周る「流学」や、地域・企業等へのインターン、旅などをしな
がらの学びも可能に

◆学校枠を越えた/学校連携による協働的
なカリキュラム構築
・どこの学校に留学しても、学校枠を超えた協働的な学びが
できる教育システムの構築の実証

特に学校・地域資源に限定されない、STEAM・探究的な学
びのカリキュラム・プログラムの構築

例：通信制高校・専門高校、大学、企業等との連携

◆単位認定・互換の在り方も今後検討が必要では・・・


